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修士論文要旨
1．はじめに　コミュニティ・ゾーン整備メニューに、「カラ
ー舗装によるイメージ狭窄」がある。しかし、このカラー
舗装整備に関して、効果を裏付けるような先行研究はない。
したがって、本研究では、カラー舗装に対し、その効果の
検討とその整備による景観評価への影響を検討した。
星ニ＿巨＿堕「カラー舗装によるイメージ狭窄」において、
A）錯視を起こしているか検討する。
B）整備メニューとして有効であるか総合的に検討する。
C）　カラー舗装が景観評価に及ぼす影響を検討する。
3．実験1く目的〉図形上での彩色による錯視効果を検討す
る。く方法〉サーストンの一対比較法く刺激〉道路を模式
化した図形の中央部をN6に固定し、両側部をマンセル表色
糸の18色（5R，5Y，5G，5B，5P，NX明度3段階（V4，V6，V8））
に変化させた。く被験者〉早稲田大学学生70名（男性36
名，女性34名）く手続き〉被験者は提示された対刺激に対
してどちらの中央部が狭く見えるか比較判断したく結果・
考察〉両側部が中央部と同じV6の時に中央部を最も広く
知覚するが、両側部がV4やV8の時に中央部を狭く知覚す
る傾向がみられた。また、N6とその他の刺激には大きな差
が認められた。この結果から、両側部への彩色による錯視
効果が示唆された。
4．実験2　く目的〉各刺激における錯視量の測定を行う。く方
法〉被験者調整法く刺激〉実験1と同様。ただし、視点誘
導のため、図形の中央に水平直線を描いている。く被験者〉
早稲田大学学生100名（男性51名，女性49名）く手続き〉
被験者は19枚の刺激に措かれた直線の長さを手元の調整
器具を用いて、再現した。く結果・考察〉各刺激の錯視量
に対してDunnettのt検定を行った。結果、N6よりも有
意に中央部の幅を狭く知覚していた刺激は3刺激であった。
したがって、本実験では彩色による錯視効果を全面的に肯
定する結果には至らなかった。
5．実験3　く目的〉現実場面に即した状況におけるイメージ
狭窄の有効性を検討する。く方法〉シェッフェの一対比較
法（中屋の変法）く刺激〉カラー舗装によるイメージ狭窄
の写真の路側帯にマンセル表色系から選出した15色
（5R，5Y，5G，5B，NX明度3段階（V4，V6，V8））を彩色した。
く被験者〉早稲田大学学生36名（男17名，女19名）く手
続き〉被験者は対刺激に対し、「車道の狭さ」「注意喚起の
起こりやすさ」「景観の良さ」について5段階の評定をした。
く結果・考察〉く車道の狭さ〉色彩による主効果が有意で
あった（F（14，3185）＝57．6303，pく．01）。N6においては、そ
の他の仝刺激よりも尺度債が有意に低く、車道幅員を最も
広く知覚している事が分かった。したがって、彩色により
車道幅員を狭く知覚させる事が可能だと考えられる。建遼
喚起⊥色彩による主効果が有意であった（F（14，3185）
＝231．7368；pく．OD。色相Rにおいて、注意喚起が起こりや
すいという結果が得られた。また、Nの3刺激はその他の
刺激との組合せにおいて有意に尺度債が低く、注意喚起が
起こりにくい事が分かった。く景観〉色彩の主効果が有意で
あった　軒（14，31缶）才2．1㊥3，匹．01）。N6は、その他の刺激より
有意に尺度値が高かった。したがって、景観評価は彩色す
ることにより下がる事が明らかになった
6．調査1く日的〉カラー舗装が道路景観に及ぼす影響を検
討する。く方法〉SD法く刺激〉く実験3〉と同様く被験者〉
10代～40代の男女100名（男48名，女52名）く手続き〉
15種の写真刺激をランダムに提示し、10種の形容詞対に
対して7段階尺度での評定をさせた。く結果・考察〉因子
分析の結果、「活動性因子」「快適性因子」の2つの因子が
抽出された。また、因子分析によって得られた各刺激の因
子得点に対し、被験者内2要因（色相5種×明度3段階）
の分散分析を行なった。その結果、両因子で色相と明度の
交互作用が有意であった（F（8，792）＝10．323，pく．01；
F（8，792）＝11．400，p＜．01）。その後、下位検定を行なった。
その結果、「活動性因子」において因子得点の高い方から有
意にV8，V6，V4の順になっており、活動性と明度に関連性が
示唆された。「快適性因子」においては、全ての明度でN
が最も因子得点が高く、最も快適性が高い事が分かった。
乙塵畳①路側帯に彩色をする事により、車道を狭く感じさ
せる事は可能である。しかし、車の速度を落とす程の効果で
あるかは検討課題である。②「注意喚起効果」について、赤
系の彩色が有効である事が分かった。しかし、線系や青系に
おいても、注意喚起を促す効果が期待できる。③カラー舗装
を施す事により、景観評価は低下する事が分かった。
－　81－
